
頁

１．事業の位置付け

産業振興部　農水産課

'00-'xxxxxx-'xx0000 ○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

単位

単位

単位

平成24年度
Ａ：成果があがった

の検証結果

進捗状況

①：予定どおり

遅れている理由

平成24年度の主な取組と成果
農業者の相談（１１６件）に対応するとともに、各種制度の申請受付（４６３件）を行いました。また、相談において利用権設定
受任契約が１１件成立しました。

実績

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標

成果指標②

指標名

説明・算定式

平成22年度 平成23年度

480 480

実績 513 579

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標 460 470 480 480

成果指標①

指標名 相談件数 件

説明・算定式 農業支援ワンストップ相談窓口で受け付けた相談・申請件数

平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標

活動指標②

指標名

説明・算定式

平成22年度 平成23年度

実績 2 2

目標 2 2

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

2

活動指標①

指標名 窓口設置区分数 単位

2

区分

説明・算定式 サポートデスク、シーズンオフィス等の設置

2 2

平成22年度 平成27年度 平成28年度

委託、協働 ＪＡ湘南、大磯町、二宮町等

目的・目標 事業の概要
農業者の様々な相談等を一か所で済ますことができる農業
支援ワンストップ相談窓口をＪＡ湘南経済センターに設置
することで、農業者の利便性の向上が図られています。

１市２町の担当者が集まり、農業支援ワンストップ相談窓
口を開設します。

'03 3 広域的な視点によるまちづくり

根拠法令等

対象・受益者 農業者 事業期間

'01

1

事務事業名 農業支援ワンストップ相談窓口事業

事業担当

予算科目 事業種類

市民の視点に立ち、成果を重視した行政経営を展開するために

事業評価シート　（平成24年度分）

行政改革の
位置付け

'13 市民の視点に立ち、成果を重視した行政経営を展開するために



頁

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

職員　(人)
再任用　(人)

４．今後の事業展開（担当課としての提案）

● ○ ○ ○ ○ ○ ○
＜判断理由＞

農業支援ワンストップ相談窓口の効果的で、効率的な運営を進めるとともに、農業関係機関と連携して農業者の経営支援を
行う体制をさらに進めます。

終了 他事業と統合

農業支援ワンストップ相談窓口の効率化を図るため、「相談チェックシート」を農協の各支所などに配置して、ワンストップ窓口以
外でも相談できる体制をつくり、農業者の利便性を図るとともに、農業経営の支援を行う機能の充実に努めます。

平成26年度の取組方針
各関係機関の連携して支援する体制を進め、相談窓口の充実を目指します。

課長コメント

平成26年度の事業の方向性

現状の規模で継続 拡大して継続 縮小して継続 廃止 休止

2,067 2,067
フルコスト　(A+B) 0 1,621 1,764 2,067 2,067 2,067 2,067

人件費　(B) 0 1,621 1,764 2,067 2,067

0.26 0.26 0.26
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

執行率　(%) － － －
内
訳

0.00 0.20 0.22 0.26

0 0
事業費　(A) 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0
一般財源 0 0 0 0 0

0
起債 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0財

源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0

その他　特財 0 0 0

試算額

事業内容

相談窓口の設
置、業務内容
の検討、共通
課題の調整

農業者の農業
経営に関する
相談及び支援

農業者の農業
経営に関する
相談及び支援

農業者の農業
経営に関する
相談及び支援

農業者の農業
経営に関する
相談及び支援

農業者の農業
経営に関する
相談及び支援

決算額 決算額 決算額 予算額 試算額 試算額

農業支援ワンストップ相談窓口の効率化を図るため、「相談チェックシート」を農協の各支所などに配置して、ワンストップ窓口
以外でも相談できる体制をつくり、農業者の利便性を図ります。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

効率性

相互に関連する農業関連窓口を一か所で済ますことがで
きるため、農業者にとっての利便性が向上し、効率的で
す。

○
●
○

今後に向けた課題の分析

事

業

分

析

有効性

相互に関連する農業関連窓口を一か所で相談ができるた
め、農業者にとっての利便性が向上し効率的です。 ●

○

妥当性

農業経営体からの相談や要望等を総合的に受け付け、関
係機関が一緒に対応できる体制を構築することで、各種農
業振興施策の促進と併せて農業経営体の利便性向上を
図るために開設しています。

○
●
○

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性

相談や要望の内容によって窓口が異なり、案件によっては
複数の場所へ足を運ばなければならないという農業者の
負担を軽減するために必要です。

●
○

2



頁

１．事業の位置付け

消防本部　消防総務課

'00-'xxxxxx-'xx0000 ○ ハード ● ソフト

～

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

単位

単位

単位

平成24年度
Ａ：成果があがった

の検証結果

進捗状況

①：予定どおり

遅れている理由

平成24年度の主な取組と成果
　消防救急無線（活動波）のデジタル化に必要な検討をすすめ実施設計に向けた調整と25年度の予算措置を行いました。

　また、１市２町の消防指令業務の共同運用等に関する合意書及び協議書を締結し「平塚市、大磯町及び二宮町消防通信
指令事務協議会」を設置しました。

- - 100

実績

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標 -

成果指標②

指標名 消防行政の広域連携の実施 ％

説明・算定式
１市２町での広域連携が開始されています。

開始されている場合＝100%、開始されていない場合＝0%

平成22年度 平成23年度

- -

実績 20 40

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標 20 40 - -

成果指標①

指標名 消防行政の広域連携に向けた進捗度 ％

説明・算定式
対象自治体との広域連携の進捗度 平成23年度：20％、平成24年度：40％、平成25年度：60％、平成26年
度：70％、平成27年度：80％、平成28年度:100％

平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標

活動指標②

指標名

説明・算定式

平成22年度 平成23年度

実績

目標 70

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

80

活動指標①

指標名 消防行政の広域連携に向けた進捗度 単位

100

％

説明・算定式
対象自治体との広域連携の進捗度 平成23年度：20％、平成24年度：40％、平成25年度：60％、平成26年
度：70％、平成27年度：80％、平成28年度:100％

60

平成22年度 平成27年度 平成28年度

委託、協働

目的・目標 事業の概要
　新たな枠組みによる消防行政の広域連携が進んでいま
す。

　新庁舎建設に合わせた１市２町（平塚市、大磯町、二宮
町）による消防救急無線（活動波）のデジタル化の共同整
備や消防指令業務の共同運用を推進します。

'03 3 広域的な視点によるまちづくり

根拠法令等

対象・受益者 市民 事業期間 平成28年度

'01

1

事務事業名 消防行政の広域連携推進事業

事業担当

予算科目 事業種類

市民の視点に立ち、成果を重視した行政経営を展開するために

事業評価シート　（平成24年度分）

行政改革の
位置付け

'13 市民の視点に立ち、成果を重視した行政経営を展開するために



頁

□ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
■ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
■ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

職員　(人)
再任用　(人)

４．今後の事業展開（担当課としての提案）

● ○ ○ ○ ○ ○ ○
＜判断理由＞

 検討委員会で実現に向けた具体的検討を進め、作業部会を中心に導入するシステムや経費負担、協議会方式での調整す
べき事項について調査検討し実施に向けた資料を作成します。

　消防救急無線デジタル化の期限に間に合うよう１市２町共同で設備整備をすすめます。


終了 他事業と統合

　「平塚市、大磯町及び二宮町通信指令事務協議会」で指令業務の共同運用や消防救急無線（活動波）のデジタル化の共同整
備をすすめます。


平成26年度の取組方針
　指令業務共同運用に必要な消防救急無線（活動波）のデジタル化の設備整備をすすめます。また、指令システムの整備をす
すめるための検討を行います。

課長コメント

平成26年度の事業の方向性

現状の規模で継続 拡大して継続 縮小して継続 廃止 休止

7,948 7,948
フルコスト　(A+B) 0 8,510 8,015 7,948 7,948 7,948 7,948

人件費　(B) 0 8,510 8,015 7,948 7,948

1.00 1.00 1.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

執行率　(%) － － －
内
訳

0.00 1.05 1.00 1.00

0 0
事業費　(A) 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0
一般財源 0 0 0 0 0

0
起債 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0財

源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0

その他　特財 0 0 0

試算額

事業内容

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

電波伝搬調査
共同実施

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

無線デジタル
化実施設計共
同実施

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

無線デジタル
化共同整備

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

無線デジタル
化共同整備

検討委員会及
び作業部会に
よる検討

無線デジタル
化共同整備

決算額 決算額 決算額 予算額 試算額 試算額

　将来的な消防組織の広域化を視野に入れた消防救急無線（活動波）のデジタル化共同整備と指令業務の共同運用につい
て費用効果や人的効果、実施方法、調整すべき事項についての調査検討を進めます。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

効率性

指令業務の共同運用による指令システムの整備費用や指
令管制業務に必要な運用コストの削減効果が期待できま
す。

●
○
○

今後に向けた課題の分析

事

業

分

析

有効性

初動体制の充実強化や消防救急無線（活動波）のデジタ
ル化により無線交信時の個人情報の保護が期待できま
す。

●
○

妥当性

指令業務の共同運用により指令管制要員を現場活動要員
へ効率的配置することで初動体制の充実強化が期待でき
ます。

○
●
○

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性

初動体制の充実強化等災害から市民の安心安全を図るた
め、また電波法審査基準の改正による消防救急無線（活
動波）のデジタル化に向けた整備のため必要です。

●
○

2


